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　近年、世界各国で成人肥満が急増し、健康寿命を

脅かす危険因子として懸念されている。その対策と

して、性別、年齢、社会経済的地位、人種民族、地

理的環境によって肥満の傾向を調査した報告、肥満

が経済に及ぼす影響、介入プログラムを用いた効果

の報告、肥満が冠動脈疾患の危険因子に与える影響

について数多く研究がなされている。しかし、本邦

では、肥満は生活習慣病の基礎疾患として広く知ら

れており、疾病予防の観点から生活習慣の積極的改

善によって解消することが期待されている。

　日本人男性では、体格指数（Body Mass Index：

以下BMI）25以上の肥満者が、30歳代から急増して

おり、60歳代まで一定の割合で推移している。また、

年齢が高くなるに連れてMetabolic Syndromeの指

標とされる腹囲85cm以上の者の割合が増えること

も特徴のひとつであり、社会問題として注目されて

いる1-4)。健康日本21において、平成13年からの 5 年

間で男性の肥満者割合を半減させることが目標に掲

げられたが、その目標は今日達せられていない5）。

　労働衛生の分野では、平成11年に定期健康診断の

有所見率が40%を超えて以降増加の一途をたどり、

その主なものとして、血清脂質や血圧など生活習慣

に伴う疾患の増加が目立っている6)。加えて、1998
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肥満となった若年男性労働者の就職以降に

体重増加に繋がった要因の背景
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　肥満となった若年男性労働者の、就職以降に体重増加に繋がる要因の背景を明らかにす
ることを目的に、質的に研究を行い、体重増加に繋がる思考・行動を抽出し、質問紙の項
目として精選した。
　対象は、�20歳以上35歳未満である�Fulltime勤務（職種は問わない）�就職以降に
Body Mass Index（以下BMI）が１以上増加した�現在BMIが25以上である、の４条件を
満たす男性労働者20名とした。
　データは面接により収集した。質問項目は先行文献を参考に体重増加の要因と考えられ
る８項目（�定期的な運動習慣の有無とその運動強度�バランスのとれた食事時間と食事
内容�食事量の過剰摂取�食事時間がもつ価値�ストレス�健康管理意識�体格認識�食
べ物を提供する相手との関係性）とした。また、データを補強するため対象と同じ年代で
あり、就職以降にBMIが１以上増加したが、現在のBMIが25未満の男性労働者3名に対して
も同様の面接を実施した。データの分析として内容分析を行った。
　その結果、体重増加の要因の背景として�定期的な運動習慣の有無とその運動強度につ
いては８カテゴリー�バランスのとれた食事時間と食事内容については４カテゴリー�食
事の過剰摂取については６カテゴリー�食事時間がもつ価値については３カテゴリー�ス
トレスについては７カテゴリー�健康管理意識については８カテゴリー�体格認識につい
ては９カテゴリー�食べ物を提供する相手との関係性については３カテゴリーと、計48カ
テゴリーが抽出された。若年男性労働者が就職以降に体重増加し、肥満に繋がる思考・行
動を探るための質問項目が設定できた。
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年から労働者の高齢化に伴い、生活習慣病の増加と

労働条件の変化に関係して脳血管・心疾患が急増し

た。これらの疾病発症を予防する目的で、平成12年

に「労災保険における二次健康診断等の給付事業」

が法制化され、平成13年から施行されている７)。

　先行研究では、BMIと生活習慣に関する研究や、

中高年者を対象とした保健行動に関する報告が数多

くなされている。しかしながら、BMI 低下に有効

な手立てとなる健康教育や保健指導の内容について

報告しているものは見当たらず、むしろ成人期に一

度増えてしまった体重を減らすことの困難さを報告

するものが多い。また、馬越らは労働者のBMIにつ

いて、男性のみに20歳代後半から30歳代前半に上昇

率が増加することを報告8)しているが、肥満者割合

が急増する若年層に焦点をあてた研究は少ない。こ

れまでの肥満に関する研究から、肥満に繋がる要因

の特定はなされているものの、その要因の背景につ

いて詳細を明らかにしたものはなく、体重やBMIが

増加する若年男性労働者を対象として、肥満に繋が

る要因から、その要因の背景についても明らかにす

る必要があると考えた。
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��������：質的因子探索研究

����：20歳以上35歳未満のFulltime勤労者であ

り、就職以降にBMIが 1 以上（約 3 kg以上の体重に

相当）増加し、現在のBMIが25を超えている男性肥

満労働者20名とした。

������：北陸三県にある事業所23件に調査協

力依頼文書を提出し、労働者に対する面接調査に協

力可能と回答のあった事業所 6 件の協力を得て、若

年男性肥満労働者を紹介してもらった。紹介された

対象者に対し、研究者より研究趣旨等を文書及び口

頭にて説明し、同意書への署名をもって同意を得た。

�������：データは面接聞き取り調査によっ

て収集した。面接は１人の対象者につき１回実施し、

１回の面接時間は20～40分であった。また、肥満に

繋がる各要因の背景の特性をまとめる参考とするた

め、20歳以上35歳未満のFulltime勤労者であり、就

職以降にBMIが 1 以上増加しながらも、現在のBMI

が25に達していない男性労働者 3 名にも同様の面接

を実施し、データを収集した。参考意見を聴取する

対象の条件を上記とした理由は、研究者が担当する

健康相談の場面やデータ収集の過程で、就職以降に

BMIが 1 以上増加した若年男性労働者のなかに、無

意識に体重が増加し続けている若年男性労働者と、

ある程度の体重増加に留まることができる若年男性

労働者が存在することを経験したからである。

　質問内容は、2001～2006年に原著論文として報告

された体重増加やBMIに関連する論文９本を参考に

６つの肥満に繋がる要因（�定期的な運動習慣の有

無とその運動強度�バランスのとれた食事時間と食

田甫久美子　他
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インタビューガイド要因

・就職以降、スポーツなどで仕事以外に体を積極的に動かす時間をどれくらいもつことができます
か？もてる場合にはどのようにしてその時間を捻出していますか？なかなか体を動かす機会をもて
ない場合にはその理由を詳しく教えて下さい。

１）定期的な運動習
慣の有無とその運
動強度

・いつもメニューから献立を選ぶときのポイントや家庭での食事を目の前にしたとき盛り付け皿を見
て、何か考えることはありますか？頭に思い浮かぶことを教えて下さい。また、メニューや食事を
前に考えたことから、次にどのような行動をとりますか？（ex. 好きなものだけ選んで食べる、目
の前にあるものを食べるetc.）

２）バランスのとれ
た食事時間と食事
内容

・日頃、食事時間以外に何かを口にする場合はどんなものを選びますか？また、それを選んだ理由を
教えて下さい。

３）食事量の過剰摂
取

・就職以降、あなたにとって食事の時間とはどんな時間ですか？食事があなたにとってどんな意味
（価値）をもつのか教えて下さい。どうして、そのように価値付けしたのか理由をお聞かせ下さい。

４）食事時間がもつ
価値

・日頃、どのようなことにストレスを感じていますか？また、ストレスを感じたときにはどのような
方法で対処していますか？

５）ストレス

・健康に良いことと、悪いことはどんなことから判断しますか？また、現在自分で健康に良いと考え
て、具体的に実践していることがあればどんなことなのか教えてください。

６）健康管理意識

・今の自分の体重（体格）について率直な感想や自負などを教えて下さい。また、どうしてそのよう
に考えたのか理由もお聞かせ下さい

７）体格認識

・家庭や就職以降に行きつけとなった飲食店で、あなたの食事の作り手はあなたとどのように接して
いますか？また、あなたはその作り手が作る料理をどのように思って食べていますか？（食事の作
り手に対するあなたの感情があなたの“食べる”行為に何か影響していますか？）

８）食事の作り手（食
べ物を提供する相
手）との関係性



事内容�食事量の過剰摂取�食事時間がもつ価値�

ストレス�健康管理意識）を抽出した。また、国民

健康・栄養調査結果1)から「体格認識」、研究者の経

験から「食事の作り手（食べ物を提供する相手）と

の関係性」の２つの要因を追加し、計８要因とした。

整理した８要因は、日本肥満学会が2006年に発表し

た肥満症治療ガイドライン9)にある食行動質問表55

項目及び、肥満の行動療法の中で足達10)が紹介した

食べ方についての質問票の例30項目、動き方につい

ての質問票の例28項目についても整理が可能である

ことを確認した。

　面接内容は要因の背景となる内容について焦点化

しながら、研究者が気になることや確認したいこと

などを追加することもあった。インタビューガイド

を表 1 に示す。

������：分析には内容分析を用いた。面接内

容を参加者の同意を得てテープレコーダーに録音し、

一字一句を逐語録におこした。そして、語られた内

容を繰り返し読み込み、文献等から抽出した 8 つの

要因について、それぞれ要因の背景をカテゴリー化

した。更に、肥満外来や肥満保健指導等で肥満者・

肥満症患者をよく知る保健学研究者であり看護師で

もある 3 名により研究者間討議を重ねた。肥満に繋

がる要因の背景について吟味し、要因の背景を引き

出す質問項目として精選させた。

�������：データの真実性を確保するために、

本研究の全過程において肥満研究の領域に卓越した

スーパーバイザーから定期的に指導を受けた。

�������：本研究は金沢大学医学倫理委員会

の承認を受け実施した。
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　面接聞き取り調査に協力の得られた若年男性肥満

労働者は20名、参考意見を聴取した若年男性労働者

は 3 名であった。面接を依頼したすべての対象者に

協力を得ることができた。参加者の概要を表 2 に示

す。

　肥満に繋がる要因を基に、カテゴリー化した要因

の背景は48であった。また、各カテゴリーは、質問

紙に設定する表現に置き換え、48の質問項目として

精選した。肥満となった若年男性労働者が就職以

降に体重増加に繋がる要因と、その背景を表 3 に示

す。
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　要因の背景として、８カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者は、仕事や家庭の都合で自身の

時間がままならず、計画的に運動に費やす時間を捻

出できないことや、休日には体を休めたいことを理

由に、積極的に運動時間を捻出せずにいた。また、

部活動など一緒に運動する仲間が存在すれば運動す

るが、その機会や仲間がなくなれば自然と運動をす

ることもないことを挙げ、さらに、増えた体重が足

かせとなって運動自体が負担となり、ますます運動

から遠ざかっていた。そして、就職により収入を得

るようになると学生時代とは余暇の楽しみ方が変容

し、時間や費用の余裕は運動に費やすよりも、同僚

たちとの飲食やレクリエーションに費やされるよう

になっていった。つまり、定期的な運動習慣をもた

ずにいた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は、スポーツ

ジムに通えるように仕事の時間を調整したり、少し

長いと感じる距離でも歩くようにしたり、また、仲

間の存在に関わらず個人で運動したりしていた。

����������	
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　要因の背景として、４カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者は日頃から家族が作る食事の献

立に積極的に関わることをしておらず、出された食

事を黙ってそのまま食べていた。また、同僚との外

食時においてもメニューの選択に消極的であり、昼

食は誘われた飲食店での日替わりメニューに任せて

いた。そして、夕食が仕事や付き合いで遅い時間に

なっても、自身の都合よりも周りの状況に合わせる

ことを優先し、メニューを見ながら食事を選ぶとき

には、直感的かつ瞬間的に内容が決められ、栄養バ

ランスよりも嗜好が優位であった。つまり、日頃の

食事については、時間や量、栄養バランスについて

深く考えることをせず、ただ目の前にあるものを残

さず食べることを繰り返していた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は食事のバラ

ンスや量を気にしており、食事でビタミン類が不足

していると感じれば野菜や果物のジュースで補った

り、自分にとっての適量を把握し摂取量を加減した

りしていた。また、昼食では付き合いで外食をして

― ７１ ―

肥満となった若年男性労働者の就職以降に体重増加に繋がった要因の背景

n=23��������

平均±標準偏差範囲

 33.2± 1.330～ 35 年齢 （歳）

171.9± 3.867～181 身長 （cm）

 80.3±11.860～105 体重 （kg）

 93.1±10.075～111 腹囲 （cm）



― ７２ ―

田甫久美子　他

����������	
��
���

要 因 の 背 景要　因

・仕事や家庭・仲間を優先し運動するための時間を融通してこなかった
定
期
的
な
運
動
習
慣
の 

 
有
無
と
そ
の
運
動
強
度

・歩いていけそうな距離でも車や自転車を利用してしまう

・少々つらい運動やトレーニングは仲間と一緒でなければできない

・何をするにも面倒だと感じる

・一緒に運動をする仲間を自分で探すことはしてこなかった

・学生時代に競技として実施していたスポーツでさえも就職後すっぱり止めてしまった

・時間や費用があれば運動に費やすよりも遊興につぎ込んできた

・入社後、意図的な運動習慣をもたなくなっていった

・家族に対して献立をリクエストしたりメニューを決定したりなどほとんどしてこなかったバ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事

時
間
と
食
事

内
容　
　
　

・食事時間や内容は自分の意思よりも、仕事や周囲の状況に合わせてきた

・食事は、出されたものや目の前にあるものを残さず全部食べてきた

・外食や間食は栄養バランスよりも自分の欲するものを瞬間的・直感的に選択してきた

・食べ物を調達に行くと甘いものももれなく買っている

食
事
量
の　

　

過
剰
摂
取

・食べたいものを買うときにはスーパーよりもコンビニに行く

・食事を抜いたり減らしたりすると元気も減ることを経験してきた

・食べたいときに食べることこそ、明日の活力に繋がると実践してきた

・外食先では大盛りを好んだり、満腹感が得られるまで追加注文を繰り返したりしてきた

・たとえ満腹であろうが食事を残すなんて勿体ないことはできないし、決してしてこなかった

・食事も飲酒も仲間と一緒の時が最高だ！と、実感している食
事
時

間
が
も

つ
価
値

・同僚から飲み会や食事会に誘われれば、急な誘いであっても喜んで付き合ってきた

・食事の時間は自分にとって、かけがえのないくつろぎや至福の時間となってきた

・仕事上でのストレスを感じるようになってきた

ス
ト
レ
ス

・仕事の合間にはタバコと缶コーヒー、もしくは清涼飲料水で頭や気分をスッキリさせて休憩するようにしてい
る

・TVゲームやパチンコのようにやっていてどんどん楽しくなる遊興を好んできた

・自分の楽しみのためだったら仕事時間を融通してでも時間を捻出してきた

・飲み会や遊興等でうっぷんを晴らしているからこそ、次の日から元気に仕事ができてきた

・食事が遅い時間になろうとも付き合いを優先させてきた

・飲み会に参加して食事すると、いつも満腹以上に食べてきた

・実践中の健康食・健康法に目立った効果は実感していないが、負担が少ないので何となく続けられている

健
康
管
理
意
識

・健康食・健康法を始めるきっかけのほとんどが、人から紹介されたり、もらったり、たまたまであって、自分
で考えついたことは、まずない

・身近な人が健康食や健康法を実践していると聞くと、体によさそうだと感じ自分でも試してみている

・自分で思い付いて、これまでに試した健康法は、なかなか長続きしなかった

・体によいとか、負担だとかは明日の体調に影響するかどうかで判断してきた

・日頃から健康を意識することが、まずない

・たまに体に悪いと指摘されても実感がないので、とりたててどうこうしてこなかった

・体力と筋力は着実に衰えていると実感するようになってきた

・入社当初には今のように体重が増えるなんて予想もしていなかった

体

格

認

識

・今の体重になってちょっと動いても重たいし、しんどいと感じるようになってきた

・健康のためと言われるよりは減量や体力維持のためと言われる方が自分のためと思える

・以前に比べると少しは動くよう心がけるようになってきた

・痩せたいけれど、それは願望であって真に痩せる必要性は感じてこなかった

・体型やお腹の肉付きを恥ずかしく思い、何とかしなければとは感じるようになってきた

・今の体型になって異性や周囲から格好良く見られることに妥協するようになってきた

・減量を成功させる知識や技術を、あえて習得しようとしてこなかった

・家族が自分のために調節した食事については甘んじて受け入れてきた

・会食や飲み会後に帰宅して自分の分として食事が作ってあると、食べないのは悪いと感じ残さず食べるように
してきた

食
事
の
作
り
手

（
食
べ
物
を
提

供
す
る
相
手
）

と
の
関
係
性　

・同僚が職場でお土産のお菓子を配っていると、無碍に断るのは申し訳ないのでその都度いただいて食べてきた

・行きつけの外食先で自分の嗜好に合うものを勧められたり、おまけされたりすると、嬉しくなっていただくよ
うにしていた



も、朝食や夕食を食べる場所は未婚・既婚に関係な

く自宅であった。
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　要因の背景として、６カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者は、食事の調達に主にコンビニ

エンスストアを活用しており、その際にはきまって

お菓子も購入していた。また、食事とは別に甘いも

のを欲したときにもその都度買出しに出かけ、食事

を減らすと元気がでず、また食事することが自身の

活力につながると確信して、欲するものを欲するま

ま口にしていた。また、日頃から大盛を好んだり、

飲酒によって食欲が増すと追加注文を繰り返したり

して、満腹になるまで食事を食べ続けていた。そし

て、食事を残すことに対する抵抗感が強く、満腹感

を感じていても目の前にある食事はすべて平らげて

いた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は食事の買出

しには主にスーパーを利用しており、栄養バランス

や食費を考え買い物をしていた。また、食事を残す

ことはほとんどないが、普段の食事量は適量と感じ

ており、満腹を感じるということはほとんどなかっ

た。

���������	
���

　要因の背景として、３カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者は気の合う仲間たちとの語らい

や飲み会を通じて、また食事をしているという至福

の時間を通じて仕事等からの緊張を緩和させ、食事

時間に栄養を補給するとは別の価値を見出しており、

その時間を大切にしていた。そして、その時間をい

つも楽しみとして尊重していた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は、食事は栄

養を摂るため、生きるために必要なものと考えてお

り、食事は大切と考えていても、食事時間に特別な

価値付けはしていなかった。
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　要因の背景として 7 カテゴリーが抽出された。若

年男性肥満労働者は、就業年数が経つにつれ仕事上

でのストレスを感じるようになり、またそのストレ

スは自身でコンロトールすることが難しいことも実

感するようになっていた。そして、ストレスを自覚

しながら、タバコと缶コーヒーもしくは清涼飲料水

といった刺激物を利用して一時の気分転換を図った

り、一人で自分の趣味に興じたり、仲間と遊興や飲

酒の機会をもったり、短時間でも仕事を忘れること

によって、再び仕事に向き合っていた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は、仕事以外

のストレスを認識することはあっても、仕事上での

ストレスを自覚しておらず、同時に、ストレスの積

極的な対処方法も持ち合わせてはいなかった。
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　要因の背景として、８カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者は、人から紹介されたり、も

らったり、偶然がきっかけとなった健康食・健康法

を続けていた。健康食・健康法については、効果の

実感はないが、体によさそう、負担が少ないからと、

継続できていた。また、その時々に自身が思いつい

た健康法も実践しているが、その効果や負担を推し

量る指標は翌日の体調であった。それゆえ、人から

体に悪いと指摘される体型や習慣であっても、自身

でその実感が伴わない場合には対応せずにいた。そ

して、自身の中で健康の優先順位は低いと断言しな

がら、体力と筋力の衰えについてはっきりと自覚し

ていた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は、自分なり

の健康法を自ら編み出し、そして継続していた。ま

た、その効果を疲れにくさや体力・筋力の維持とし

て実感していた。
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　要因の背景として、９カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者には、就職以降10kg以上の体

重増加が見られた。しかし、彼らにとって増えた体

重は結果として増えていた数字であり、無意識に増

えた数字よりもむしろ、外観の見栄えを気にしてい

た。また、肥満となり、異性や周囲から格好よく見

られることに妥協するようになる反面、心のどこか

では、痩せたいと切に願っていた。そして、軽い労

さでも体が重たい、しんどいと感じることから体重

増加を実感し、減量や体力維持のために少しは動く

ように心がけていた。しかし、減量のための知識や

技術を獲得しておらず、思うように体重コントロー

ルできないことから、自分の減量のために誰かがお

膳立てしてくれるのであれば甘んじて受け入れよう

と考えるようになっていた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は、いつ、ど

のような経緯で体重増加したか、という過程を記憶

しており、また体重増加には敏感に反応し、自分で

決めた体重増加の上限を決して超えないよう食事や

運動量を調整していた。
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　要因の背景として、 3 カテゴリーが抽出された。

若年男性肥満労働者は、会食や飲み会の後に帰宅し、

― ７３ ―
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自分の分として作ってある食事を食べずに置くこと

に心苦しさを感じていた。また、会社で出張土産な

どのお菓子が配られていると、その気遣いを無碍に

断ることを申し訳ないと感じ、さらに、行きつけの

飲食店でお勧めメニューやおまけを勧められると、

自分の嗜好や特別扱いを心憎く感じ、それらの計ら

いをすべて引き受けていた。

　一方、肥満ではない若年男性労働者は、１日の食

事回数が増えれば１回量を減らしたり、それ以上食

べられないときはその旨を相手に伝えたり、自助で

食事量を調節をしていた。
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　本研究の独創性と意義を踏まえ、以下の点につい

て考察する。
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　本研究において提示した48の質問項目は、肥満と

なった若年男性労働者から語られた内容であり、彼

らが実践している普段の生活そのものである。これ

まで肥満については、摂取エネルギーが消費エネル

ギーよりも過剰であることを視点としており、若年

労働者の健康診断項目と肥満度やBMIの関連をみた

報告11-12)、満腹摂取や早食いとBMIの関連をみた報

告13)、中高年や人間ドック受診者の生活習慣と肥満

との関連をみた報告14-16)が主であった。しかし、本

研究は肥満となった若年男性労働者という年代と性

別に焦点を絞り、また彼らが無意識に繰り返してい

る日常生活上の思考・行動を明らかにした。そして、

就職以降に体重増加しながらも肥満になっていない

労働者と比較している点、体重増加に繋がる要因の

背景を明らかにした点において新たな知見となった

と考える。
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　本研究結果から、若年男性肥満労働者にとって仲

間の存在は格別であった。運動、飲み会、間食、遊

興、健康食・健康法など幾多の場面において仲間と

一緒であることが key word となっていた。また、

肥満と健康という言葉は繋がっておらず、むしろ減

量や体力維持という言葉との結びつきが強いようで

あった。井上らは、労働者の健康意識と定期健康診

断結果との関連について、BMIに注目する20歳代男

性は40％、30歳代男性は31.8%であり、また特に注目

する項目はないと回答した20歳代男性は60%、30歳

代男性では36.4%であったと報告している17) 。また、

Levinsonの発達段階によれば、大人の世界へ入る時

期の重要な発達課題のひとつとして「成人社会の中

で自分が実行できそうな多様な可能性を模索するこ

と」が挙げられている18)。これらから、若年男性労

働者にとっては、健康への関心よりも、成人社会に

おける新たな仲間たちとの触れ合いを通じて

Identityの確立のための“模索”に、より多くの関

心が寄せられているのではないかと推測する。
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　本研究結果から、肥満となった若年男性労働者

にとって目の前の食事は、すべて平らげるものだと

いう刷り込みがあること、食べ過ぎの指標は、満腹

になるか、ならないかであること、が明らかとなっ

た。猪下らは、青年期の体重認知等について研究

し、中学・高校・大学生の男子は肥満度20%未満者

の 9 割以上、肥満度20%以上であっても 8 割以上に

Diet 経験がないことを報告している19)。つまり若年

男性労働者は、肥満指導の主眼として強調されてき

た摂取エネルギーと消費エネルギーのバランスにつ

いての知識を、学生時代には習得していないことが

伺えた。

　これらのことから、肥満となった若年男性労働者

にはこれまでの“感覚的な”食べ過ぎを、“エネル

ギーの過剰摂取”が食べ過ぎであるという知識の伝

授が必要であることが示唆された。
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　本研究によって提示した質問紙は、肥満となった

若年男性労働者の就職後に体重増加に繋がる潜在的

な危険性として、彼らが無意識に繰り返す生活の中

から思考・行動の特徴を明らかにした。この質問紙

を用いることによって、就職後に体重増加している

若年男性労働者の思考・行動の特徴を、生活の実態

として聴取することが可能になると考える。また、

若年男性労働者に対する健康教育の資料として活用

できると考える。
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　肥満となった若年層の男性労働者にとって、就職

以降に体重増加に繋がる要因の背景を48カテゴリー

抽出し、質問紙として項目の精選を行った。彼らが

無意識に繰り返す生活実態が明らかとなり、肥満に

繋がる思考・行動から健康教育・保健指導方略が示

唆された。
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Abstract

AIM : The purpose of this qualitative study is to clarify factors that contribute to 
obesity in young male employees after commencing fulltime employment.
METHOD : Twenty-three male subjects were chosen to participate from various 
working backgrounds in Hokuriku region in Japan. Twenty (group 1) were chosen 
using the following four criteria : 
(1) The subject’s age is between 20－35 years
(2) Is engaged in some type of full time employment
(3) Body Mass Index (BMI) increased one or more after employment.
(4) BMI is 25 or more at the time of research.
The remaining three subjects (group 2) were chosen to be used as a comparison to 
the first group of 20 subjects, meeting 1－3 of the selection criteria, however, not 
having a BMI of 25 or more at the time of the research.
Data was collected through individual interviews with questions based on previous 
research. Questions covered : exercise regularity and intensity ; meal times and 
nutritional balance ; amount of food consumed and over eating ; stress ; self-health 
management ; physique perception; and food preparation.
RESULT : A total of 48 categories were extracted as contributors to obesity in 
young male employees after the commencement of full-time employment.
(Exercise regularity and intensity, 8 categories ; meal times and nutritional balance, 
4 categories ; over eating and amount of food consumed, 6 categories; stress, 7 
categories ; self-health management, 8 categories ; physique perception, 9 categories; 
and food preparation, 3 categories.)
CONCLUSION : The extracted 48 contributors can be used as a tool in further 
obesity studies,　and as predictors of obesity in young men.


